
電 話 番 号

1801-7461

1712-3435

1812-2938

1712-9867

1712-3097

080-1393-1325

1819-3039

1243-2439

1416-3264

1892-2057

1808-4320

1505-3200

1505-5420

1616-8523

職　場　名

ＩＴＤ　デリバリーマネジメントサポート

ＩＧＡＳ．センターサービス

SO事業推進・SOオペレーションズ

価格計画．価格管理

本社総務

ビジネス　トランスフォーメーション　コンサルタント

ファイナンス・サポートセンター計画　

SWLAB. 第一Lotus・T・Supp

ＰＭＣ．第二ＰＭコンピテンス

製造ＳＯ．フルフィルメント・センター経理

東日本総務．大和総務

ＩＭＳ第２ＳＳ関西サービス部

ＧＦＳ ．西日本ＬＣＭ＆ＳＰデリバリー

システム開発・生産技術開発

●組合事務所電話　０３－３５８３－９０３７ 　火、水、金 10時～16時

　ＦＡＸ　　０３－５５６２－０８５３

　e-mail 　　 jmiu-ibm@i.bekkoame.ne.jp、      HP  http://www.jmiu-ibm.org/ 

組　合　な　ん　で　も　相　談　窓　口　担　当　者
氏 　 名

兼松　牧夫

明 石 　 亘

杉野　憲作

石原　隆行

山本　初枝

永墓　正寿

橋本　雄二

田 中 　 純

板 倉 　 浩

野上　久紀

塚本　辰博

吉田　譲二

山本　茂秋

古 川 　 肇

事 業 所 名

豊 　 洲

本 　 社

本 　 社

本 　 社

本  社

本  社

幕 　 張

幕 　 張

名 古 屋

横 浜 北

大 　 和

大 　 阪

大 　 阪

京 都 御 池

注）上記窓口は、事業所にこだわらず、連絡のとれる電話番号へどうぞ

弁護士　水口洋介　03-3355-0611㈹�　
http://analyticalsociaboy.txt-nifty.com/yoakemaeka/  
　東京都新宿区四谷一丁目２番地　伊藤ビル６Ｆ� 
労働問題以外の民事一般についても相談受け付けま
す。（お手数ですが電話により予約をお願いします）� 

東京法律

事務所

⑴　２０１１年２月２１日

全日本金属情報機器
労  働  組  合（JMIU）
日本アイビーエム支部
東京都港区赤坂2丁目20の6
川瀬ビル5F　〒107-0052
TEL.：03-3583-9037
FAX.：03-5562-0853

定価 月 500円

か　　　い　　　な　　　　　　　　　　第２１７７号 ２０１１年２月２１日 か　　　い　　　な　　　　　　　　　第２１７７号　⑷

★本紙掲載記事の無断掲載・複写を禁じます。

機関紙『かいな』
を支える

財政支援カンパを
お願いします

ホームページアドレス  http://www.jmiu-ibm.org e-mail アドレス  jmiu-ibm@i.bekkoame.ne.jp

退職強要・人権侵害裁判
　
退
職
強
要
・
人
権
侵
害
裁

判
の
証
人
尋
問
が
い
よ
い
よ

始
ま
り
ま
す
。
下
記
は
２
０

０
９
年
、
提
訴
に
あ
た
っ
て

の
声
明
文
で
す
。
後
に
１
人

原
告
が
増
え
、
現
在
４
人
の

原
告
で
闘
っ
て
い
ま
す
。

（１）本日、ＪＭＩＵ日本アイビーエム支部組合員３名が、日本アイ・ビー・エム株式会社（以

　下、日本ＩＢＭという）を相手どり、人格否定、暴力行為、誹謗中傷などの人権侵害を伴う退

　職強要の差し止めと損害賠償を求め、東京地方裁判所に提訴した。

（２）被告である日本ＩＢＭは、昨年10月から年末にかけ、米ＩＢＭの指導のもと、用意周到に

　準備されたマニュアルに従い、育児休業中や健康を害していたり心身に障害をもっていたりし

　て立場の弱い労働者、会社が恣意的に低評価にした労働者をターゲットとして、労働者の人格

　を否定する恫喝や誹謗中傷、暴力行為をともなう面接を強要して執拗な退職強要を繰り広げ、

　さらに退職に同意しない社員に対しては「48時間以内に退職を選択しなければ解雇する」と恫

　喝した。この結果、ＪＭＩＵの推定ではわずか３か月間のあいだに約1500名の社員が泣く泣

　く自主退職の合意に追い込まれた。また、乱暴な会社の退職強要によって精神的ショックを受

　け、未だ出勤できない労働者や精神疾患の病状を悪化させた労働者が続出した。ＪＭＩＵに加

　入し労働組合の力で退職強要を跳ね返した労働者に対しても、その後も、人事評価の格下げな

　どのいやがらせを続けている。

（３）日本ＩＢＭは、2008年12月決算においても、前年度とほぼ同水準の約1000億円の純利益

　をあげる優良企業であり、リストラを行う経済的必要性はまったくない。ましてや、整理解雇

　要件を満たさずに労働者を退職に追い込むという不当な目的のために、労働者の人権蹂躙とい

　う不法行為を会社の指示のもとに繰り返す日本ＩＢＭの卑劣なリストラは絶対に許されない。

（４）わたしたちは、単に３人の原告の権利保全というだけではなく、日本ＩＢＭの異常なリス

　トラ・退職強要の実態を社会的に告発することによって、退職を余儀なくされた労働者の名誉

　を回復させ、今後はこのような退職強要を絶対に繰り返させないために裁判提訴に踏み切った

　ものである。また、この裁判は、全国に吹き荒れる「グローバル化」に名を借りた大企業のリ

　ストラ・権利侵害の攻撃に対し労働者の権利の雇用と生活をまもる闘いでもある。この裁判に

　必ず勝利するために総力をあげることを決意するとともに、全国の労働者・労働組合、国民の

　みなさんのご支援を心から訴えるものである。

２００９年５月２９日

全日本金属情報機器労働組合（ＪＭＩＵ）

同　　　日本アイビーエム支部

日本ＩＢＭ慰謝料等請求事件弁護団

人格否定、暴力行為、誹謗中傷など人権侵害による退職強要は許さない！

２月25日　10時より　東京地裁619号

いよいよ証人尋問始まる

　
先
日
、
勇
壮
な

音
楽
を
聴
き
ま
し

た
。
労
働
歌
「
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
」
で
す
。
メ
ー

デ
ー
等
の
時
に
よ

く
歌
わ
れ
ま
す
が
、
先
日

歌
声
喫
茶
に
入
り
歌
集
の

中
に
あ
っ
た
の
で
リ
ク
エ

ス
ト
し
ま
し
た
。
だ
れ
で

も
が
知
っ
て
い
る
曲
で
す
が
、

感
銘
を
新
た
に
し
ま
し
た

▼
こ
の
曲
は
、
闘
争
歌
と

し
て
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者

詩
人
・
作
曲
家
が
19
世
紀

末
の
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン

の
時
に
作
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

聴
く
た
び
に
、
歌
う
た
び

に
団
結
心
が
沸
く
、
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
な
歌
で
す
▼

日
本
語
歌
詞
は
ご
存
知
と

思
い
ま
す
が
、
後
半
に
こ

う
作
詞
さ
れ
て
い
ま
す
。「
海

を
へ
だ
て
つ
我
等
　
腕（
か

い
な
）
結
び
ゆ
く
」
▼
今
年

も
す
で
に
会
社
で
は
、
色
々

な
形
の
リ
ス
ト
ラ
が
進
行

中
で
す
。
我
々
一
般
社
員
は
、

腕
を
組
ん
で
新
た
な
日
々

を
切
り
開
い
て
行
く
・
・
・

組
合
と
共
に
。
そ
れ
が
、

一
番
確
か
な
生
き
抜
く
方

法
だ
と
感
じ
ま
し
た
。（
マ
）

　
２
０
１
０
年
の
Ｐ
Ｂ
Ｃ
が

確
定
し
、
組
合
へ
退
職
勧
奨

の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

入
社
１
年
目
や
数

年
の
社
員
に
退
職

勧
奨
し
て
い
る
こ

と
に
驚
か
さ
れ
ま

す
。
社
員
を
育
て

よ
う
と
す
る
気
は
、

こ
の
会
社
か
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。

従
業
員
を
稼
働
率

で
管
理
し
、
そ
れ

で
評
価
し
、
そ
し

て
退
職
勧
奨
を
行

う
、
そ
れ
が
成
果

主
義
で
す
。
　

　
昨
年
の
評
価
は
、

３
と
４
で
15
％
以

上
と
の
こ
と
で
す

の
で
、
総
社
員
数

か
ら
見
れ
ば
、
お

よ
そ
２
５
０
０
人

が
低
評
価
を
つ
け

ら
れ
た
計
算
に
な

り
ま
す
。
き
っ
と
評
価
に
納

得
で
き
な
い
社
員
の
方
が
多

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
業
績
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
退
職

勧
奨
を
受
け
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
の
方
が
「
な
ぜ
私
が
？
」

と
思
う
で
し
ょ
う
。

　
評
価
に
納
得
で

き
な
い
と
い
う
こ

と
で
最
終
の
サ
ブ

ミ
ッ
ト
を
し
な
く

て
も
、
そ
の
場
合

は
ラ
イ
ン
が
一
方

的
な
コ
メ
ン
ト
を

記
入
し
て
、
強
制

終
了
を
し
て
し
ま

い
ま
す
。
別
途
納

得
で
き
な
い
理
由

な
ど
を
申
し
い
れ

て
お
き
、
ラ
イ
ン

の
好
き
勝
手
に
さ

れ
な
い
よ
う
対
処

す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
今
年
か
ら

部
門
長
の
Ｐ
Ｂ
Ｃ

目
標
の
可
視
化
を

す
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
ど
の
よ
う

な
可
視
化
な
の
か
、
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
会
社
に
と
っ
て
都
合
の
い

い
制
度
変
更
で
は
な
く
、
評

価
に
関
係
な
く
全
従
業
員
が

昇
給
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の

要
求
で
す
。

　
ま
た
、
１
月
26
日
で
Ｐ
Ｂ

Ｃ
が
確
定
し
た
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
上
司
、
上
長
に
対

し
面
談
を
要
求
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
面
談
を
拒
否
さ
れ
た
ら

組
合
に
相
談
を
し
て
下
さ
い
。

低
評
価
者
を
退
職
さ
せ
、
新
た

に
２
５
０
０
人
が
低
評
価
者
に

誰でも納得できるPBC評価の可視化を
会社はPBC目標の可視化を図るというが会社はPBC目標の可視化を図るというが

なぜ私が？
低評価・・・
なぜ私が？
低評価・・・

－　日本ＩＢＭ・損害賠償請求裁判の東京地裁提訴にあたって　－


